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新生児肺疾患の画像診断上のPitfall
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特集を企画するにあたって

藤本隆夫
順天堂大学小児外科
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本学会誌の新しい企画として，各編集委員の

責任で特集を組むこととなり，その第１回特集

として前号では甲田英一先生により「小児の被

曝線111低減の試みｌが組まれました．

今回は小児外科医である私の当番になりまし

た.本来特集とは"最先端の知見”あるいは“基

本的な知識の盤FM”のいずれかでなければなら

ないと思っております．今''１|私は後者を選択さ

せて頂きました．その中でも日常診療にすぐに

生かせる特集と考え，私たちがiIj｢1診療のUil場

で撮影しているＩＩＩ部レントゲン写真，特に多彩

な病変と経過を示す新生児の胸部レントゲン写

真に着目致しました．

新生児にみられる呼吸器疾慰の多くは呼吸窮

迫を示す緊急性の高いものが多く、そのほとん

どが臨床的な所見に加え，１枚のI1lil部単純レン

トゲン写真により診断が可能となります．１枚

の胸部単純レントゲン写真の誤診が恵児の予後

を左ｲｶﾞするといっても過言ではありません．

そこで今''１１は『新生児肺疾患の画像診断上の

Pi(l`nlllを企ｌＩｌ１ｉし，新生児の様々なl1ili疾患の

病態を胸部レントゲン画像から捕らえ，その読

影上のポイントをご専門の先生方に解説してい

ただくことと致しました．Airloakについて

はj1iil)ljI医科大学教授藤岡先生に，ChI･onic

Lul1gDisGFlsoについては埼玉医科大学総合医

療センター教授小川先生，Mcconiumaspi-

rali()IlsvI,(1r()ｍ(､を鹿児島'|洞Ｉf病院liW産期セ

ンター部長茨先生，外科の分野から肺の先天

奇形を[瀞槻病院小児外科前田先生に執筆をお

願い致しました．

臨床の現場ですぐに役に立つ企画だと自負し

ております．
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